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1.はじめに

20万分のl地質図幅「魚釣島Jは.地質調査総合センター及びその前身で

ある地質調査所が該当地域の地質の錨さんに基づき作成している20万分の1

地質図幅の1つである.本図幅は国土地理院発行の20万分のl地勢図「魚釣

島」の範囲の地質をまとめたもので，行政区画としては沖縄県石垣市の尖閑

諸島が含まれる.

本図幅は公表されている地質図類により編さんしたもので，現地の地表地

質調査は行なっていない.地質図の編さんと隆城地質は竹内，海洋地質は井

上と池原，重力は駒樺.空中磁気は大熊と中塚が担当した.

2.地形

20万分のtr魚釣島」図幅地域は琉球列島の北西側の東シナ海に位置し，

尖閤諸島の藁諦菖.b._晶昌.英宣島が含まれる.魚釣島は北小島・南小島及

び神ノ北岩・紳ノ南岩・飛瀬などの小島・岩礁を伴うなお.図幅名は Iうお

つりしま」であるが，島名としては以前より「うおつりじま」と呼び慣らわ

されていたようである.とれらのうち魚釣島にはかつて人が住んでいたが.

現在はいずれも無人島である.

魚釣島は.東西3.5km南北1.3kmの細長い形をしている.地形は急峻で，

島の南岸は断屋となっている.最高原高362m地点から ~tへ次第に低くなっ

ており，これは島を構成する魚釣島厨が北傾斜であることに対応するケスタ

地形と考えられている(野原.1971;松本・辻， 1釘3).魚釣島の東方にある

北小島・甫小島はいずれも長径約1kmの小島である.それらの北方には沖ノ

北岩・沖ノ南岩と呼ばれる岩礁群がある.飛瀬は魚釣島と北小島の聞にある

岩磯である.

久場島は直径約1.2回1の円形の火山島である.標高117mの山頂には直径

抑 E深さ20mの噴火口があるほか数個の側火口がある〈野原， 1971). 

大正島は久場島の90回東方に位置する.東西約蜘E標高7加の切り立

った地形の小島である.

海上保安庁水路部(1981)によれば，本図幅地域の海底地形は，ほぽ中央部

に東西に延びる繭向きの急斜面があり.北半部が水深2∞m未満の浅海域.

南半部が水深約1，ほlOmの深海域となっている.魚釣島や北小島・南小島など

からなる東西約2他mの地形的高まりは，浅海域の南端，急斜面近くに位置

している.

(竹内圭史)

3.島唄の地質
3.1 魚釣島
魚釣島には，魚釣島屑.それを貫くひん岩，魚釣石灰岩，及び屋鯵堆積物

が分布する{野原， 1971;松本・辻， 1973;松本ほか， 1982). 

魚釣島層 (U) 魚釣島層(松本・辻， 1973)は，層厚3瓜泊以上で，砂岩・礎質

砂岩を主とし碩岩を伴う.厚さ十数回の石炭層やシルト岩層を挟む(松本・

辻， 1973).地層は全体として北傾斜で，東・北・西へ傾斜する半ドーム状構

造をなす〈野原， 1971).堆積後の断層活動によるプロック化と，ひん岩の貫

入に伴うドーム状構造の形成があった(松本ほか， 1982). 

魚釣島層からは化石が未発見でその地質時代は不明である.岩相対比によ

り石垣島の始新統宮良層群に対比する見解(野原， 1971)，あるいは西表島の

下部中新統八重山層若手西表層に対比する見解(松本・辻， 1973)がある.石炭

層を挟有すること.石灰質岩が少ないことからは後者の見解が有力と恩わ

れ，本図幅では後者に従った.

ひん岩(p) 魚釣島層を貫く普通角閃石ひん岩は，魚釣島の南岸沿いと南小

島の東部に分布する.北小島では地表には.出しないものの.魚釣島膚が熱

変成を受けていることから地下浅所に伏在すると推定される(松本ほか， 1銅 2).

多くは厚さ2O-3Omないしそれ以上の岩床状に貫入している.一部は住状

節理を示す(松本・辻， l'勿3).貫入面直近では魚釣島厨に熱水変質を与えて

いる(松本ほか， 1982). Si02 = 56%の中性岩で.普通角関石・斜長石斑晶が

目立つほか，普通角閃石の数回径の捕獲結晶が含まれている(松本・辻 1973).

年代資料はないが.古地磁気に正帯磁と逆帯磁のものが見られたととから 2

回以上の貫入があったと推定されている(松本・辻， 1973).貫入時期は魚釣

島屑堆積以後の中~後期中新世から鮮新世にかけてのいずれかの時期と考

えられる.

なお，沖ノ商岩・沖ノ北岩及び飛岩の地質については文献で言及がない

が，海底地質構造園(海上保安庁水路古s，1995a)の海域地質図によるととれ

らの岩磯周辺には火成岩類が分布することから，これらの岩礁も魚釣島1;:.

出するものと類似のひん岩であると思われる.

魚釣石灰岩 (1) 魚釣石灰岩(Nohara， 1972)は魚釣島・北小島・南小島の海

岸線沿いに分布する.高度は1.5-2m，厚さ数mである.完新世の6千年前

頃の高海水車期に成長した珊瑚磯が現在潟水面上1;:現れている隆起珊瑚磯

である(Nohara，1釘宮;松本・也 1釘3;松本ほか， 1鎚2).

崖錐堆積物(c) 魚釣島北西部に.斜面を覆って約4拍 E四方の規模で分布

する(松本ほか， 1982).魚釣島層起源の完新世の地すべりないし斜面崩壊堆

積物である.

3.2 久場島
久場島は火山島であり，黄尾礁火山(松本・野原， 1974)とも呼ばれた.古

くは宮崎 (1筑ゆが久場島の地形・地質の概贈を述べている.

久場島火山佃は成層火山で.鎚02=49-印%の普通輝石かんらん石玄武

岩からなる(松本・野原， 1974;海上保安庁水路部， 1995b).松本・野原

(1974)は，その化学組成が琉球火山帯の他の火山とは異なる特徴を持つこ

とを報告している.

久場島火山の地質時代は，噴火口の保存状鎗や20万年前以新とみられるK

-Ar年代から.後期更新世と推定されている(新城ほか， 1991).完新世の隆

起石灰岩礁が噴火で磁議されているととから，数千年前にも噴火があったと

考えられている{野原， 1971)， 

3.3 大正島
大正島は浸食が進んだ玄武岩質の火山体からなり，とこでは便宜上大正島

火山行うと呼ぶ.下部は薄い櫨灰角磯岩腐を挟む4枚の溶岩流.島の主体を

占める上部は凝灰角礎岩からなる(新城ほか， 1991). 

産総研地質標本館にH閥年採取・佐藤孫七氏寄贈の岩石標本が所蔵され

ており.それは灘灰角礁砦中の普通輝石かんらん石玄武岩岩塊である(標本

登録番号GSJR55782).第2図に偏光顕微鏡写真を示す.これは新城ほか

(1991)が記載した試料とは斑晶鉱物の種類が異なっている.

上部の凝灰角模岩は2.6土0.2MaのK-Ar年代値が報告されており(新城ほ

か， 1991)，大正島の火山体の地質時代は後期鮮新世である.

3.4 島棋周辺
本図幅地域の島棋周辺海域の地質図としては.魚釣島周辺の5万分の1地

質図(海上保安庁水路部， 1995a)，久場島周辺の5万分の1地質図(海上保安

庁水路部， 1995b)があるほか，東海大学が政府からの受託調査で魚釣島から

北方海域を調査した報告書(東海大学 1969)がある.本図幅では前2者を簡

略化して示した.

これらの資料によると.海域の表層は主に後期更新世の堆積物{ω1::覆わ

れており，その下位には陸上には分布しない前期ー中期更新世の地層(e)及

び一部には鮮新世の地層が伏在している.また.魚釣島南側の海底斜面には

魚釣島層相当層 (u)や火成岩ωが露出している.そのほか各島・岩磁の周囲

の水深100m未満の浅海域には，島・岩司憶を構成する地層・火成岩の続き (u-

i'b'a)が分布しており，久場島ではかなりの範囲に火山体ωが園露出して

いる.

4.海洋地質
4.1 海底地質と地質構造

(竹内圭史)

それぞれの島慎周辺の地質については第31誌で説明したので，ここでは東

シナ海の地質構造を主として，尖閤諸島周辺の海洋地質的な位置づけについ

て記載する.

尖閤諸島は他の南西諸島(主に琉球列島)とは異なり，東シナ海西部の東

シナ海大陸棚の外縁部に位置し，その南東側には南西諸島との聞の地形的凹

地である沖縄トラフが存在する.中国大陸から続く東シナ海大陸梱は，朝鮮

半島から台湾梅峡にわたる広大な浅い陸棚で，一般に起伏に乏しく平坦であ

る.五島列島から尖閤諸島を結ぶ線が陸相縁辺部にあたり.その水深は約

140-1帥 Eほどである.東シナ海から琉軍事弧では， 1968年に行われたアメリ

カのハント号の黄海~東シナ海における予察的地質構造調査ffimeryu 01.， 
I舗9)によって堆積盆分布などの地下構造が明らかにされて以来，炭化水素



資源の賦存有望地域と判断され，右油関連企業及び各機関によって蘭査・研

究が行われてきた.Em.ぽYd al. (1969)以降の調査・研究により，東シナ海

大陸棚下の地質構造は，事匝球海溝と平行な北東一南西方向に続く隆起帯と堆

積盆からなる構造区分がなされている.第3図に構造区分をもとにした東シ

ナ海尖閤諸島周辺の大局的な地質構造を示す(木崎， 1978・1蜘;木村， 1蜘;

奥田，叙削1).

東シナ海大陸相には厚い第四系と新第三系が広〈分布し(本座， 197η.東

シナ海大陸棚下には，大陸と朝鮮半島を結ぶ領域に福建一嶺南陸塊，そして

陸棚外縁部に台湾ー宍道槽曲帯(Emeryand Niino， 196'η の両隆起帯が存在

し，との聞に台湾堆積盆が存在する伯neryd al.， 1969 ; wi噌四国net al.， 

1970).台湾堆積盆は東シナ海堆積盆(奥困.筑間)とも呼ばれ.北から順に

五島堆積盆，東海堆積盆及ぴ尖閤堆積盆に細分される(加賀美ほか， 1971; 

木崎， 1978).また台湾ー宍道槽曲帯は，北方の五島隆起帯(加賀美ほか，

1971)と甫西方の尖閣隆起帯(相場・関谷， 1979)との二つに細分され.陸捌

外車量に沿った音波探査記録上の普嘗基盤の隆起部の連なり(本座ほか.

1976)として認められる.

尖閑誇島周辺海域の調査・研究は海上保安庁水路部によって1995年に行

われた.海上保安庁水路部(19宮礼 b)は菅波探査で尖闘鰭島周辺海域に認

められる地層について，陸上の魚釣島周相当層.ひん岩(もしくは第三紀火

成岩類)相当屑，島尻肩書草相当屑.琉球層群相当屑，完新統(“神積層H)に対

比した.魚釣島届は下部中新統で下部にシルト層，上部へ次第に砂層から一

部破層が認められる大陸ないし大きな島の沿岸堆積物.島尻層君事は中新世後

期~更新世初期の泥屑が卓越する海成層である.また更新世になると，南西

諸島では琉球石灰岩にほぼ相当する琉球層群が，尖閥諸島周辺海域では琉球

層群の同時異相として砕屑性の更新統が堆積した.

堆積盆の形成期，埋積時期及び不整合商の形成時期の観点から尖閤諸島周

辺海域の地史を簡単にまとめると以下のようになる.

1.台湾堆積盆(東シナ海堆積盆}の形成

2.魚釣島周相当層の堆積

3.魚釣島ひん岩の貫入

4.魚釣島周相当局の隆起・削剥

5.東西方向の断層活動の開始

6.島尻肩書手相当層の堆積

7.幾度かの堆積間際を持ちながら琉球層群相当屑など更新統の堆積

&玄武岩質火成活動の開始，完新統や11性石灰岩の堆積

東シナ海大陸棚下の堆積盆は白亜紀に形成されたと考えられる広大な堆

積盆で，幅50-1∞回の地溝状もしくは半地溝状の沈降域に古第云記から

中期中新世の堆積物が厚さIOkmほど坦積している(木村， 1蜘，).ζの堆積

盆ほ大陸の展張運動によって過去から継続的に形成されていたと考えられ

る(木村， 1鈎0).豆島・尖閤隆起帯は台湾堆積盆の外縁部にあたるため.こ

の隆起帯の形成もほぼその時期だったと考えられる.

魚釣島届(八重山層群}相当層が前期中新世に東シナ海全域1::浅海成堆積

物として堆積した(町並e，1鈎4).その後，ひん岩の貫入が起とり，魚釣島周

相当層に変形と浸食を生じさせた.魚釣島層に対応する八重山層群相当層に

は中期中新世から後期中新世にかけて，東シナ海大陸棚から島弧におよぶ広

大な海域で不整合が認められ.との時期に東シナ海全域で大規模な隆起と浸

食があったと考えられている(Wagen国且dal.，1970;N甜 1，1979 ; Lee d al.， 

1980; Le加m才組dKim国為1切5).とのため八重山層群相当屑の堆積後には

浸食と長い無堆積期間があったととが推定されている (Ujue， 1鉛 4).尖闘諸

島周辺海域でも魚釣島層相当層が分布しているが，この時期の浸食・無堆積

1::関しての資料はない

東シナ海は隆起後沈降に転じ再び海域化する.東シナ海が沈降する時期に

尖閣諸島周辺海域では東西系の断層運動の活動が開始する.との東西系の断

層は甫落ちの正断層で，東シナ海大陸棚外縁部が沈降する方向であることを

示している(海上保安庁， 1995b).現在の沖縄トラフは典型的な背弧海盆で，

トラフ底及びトラフの両側境界に多数の正断層群が分布(例えばW唱団nan

dal.， 1970;N甜 1，1979 ; Lee d al.， 1980)しているととから.伸張性の運動に

伴うリフトとされている(旬句uzeyand犯mura， 1985;大島ほか， 1988).沖

縄トラフのリフティングは中期中新世~後期中新世の第1期と鮮新世末以降

の第2期に分けられる(Miki， 1995)が，尖閤諸島の東西系の断層は第1期の

沖縄トラフの伸張テクトニクスを反映している可能性がある.この後，海成

の島尻層群相当屑(後期中新世~鮮新世)がとの地域に堆積する.との時期

にはまだ五島・尖閤隆起帯(台湾ー宍道槽曲帯)によって大陸側と外海とは

区切られ，五島・尖闘隆起帯より大陸棚側では汽水環境，それより海側では

沿岸~半深海環境を形成していたと考えられる(Ujue，1994).島民眉君事相当

層は現在のトラフ績から琉球弧及び潟溝陸側斜面を被覆し.現在の沖縄トラ

フの基盤岩の一部となっている.島尻層群相当厨は尖閤諸島の陸械では確認

されていないものの.海域では海上保安庁水臓部(19958， b)が下位の魚釣島

相当層.ひん岩を不整合で置う堆積物として認めている.ひん岩の貫入は中

ー後期中新世から鮮新世に起きたと考えられ，島尻層群の堆積年代とほぼ一

致するが.梅域の島尻層群相当層はひん岩貫入による変形をほとんど受けて

おらず，ひん岩由噴入した後に堆積したものと考えられる.

沖縄トラフでは現在のリフティングは約200万年前(鮮新世末)に始まり

伽幽， 1995; SI由晴0，1鈎9).トラフの中軸部や琉球弧西縁部が陥没及び琉球

'11が隆起し{島尻変動:木崎， 1鈎5)，現在の東シナ海の広域で不整合が形成

された(例えばLe句'uzeyand Kim町民 1倒的.沖縄トラフの形成時期は，音波

探査記録と周辺陸上地質との対比により.島尻層群相当層を変形させている

ことから更新世以降とされている(氏家， 1986).また大島ほか(1鈎8)は.ト

ラフ商西部の宮台海山において琉球層群に対比される石灰岩が採取された

ととから，第四紀の極めて新しい時代に沈降帯としてトラフの形成が始まっ

た可能性が高いと指摘した.

沖縄トラフの形成後，琉球弧への大陸からの士砂供給が遮断され，南西諸

島の広い範囲にサンゴ磯が発達し，琉球層群相当届が形成された(氏家， 1980). 

一方，沖縄トラフには陸起源・海洋表層起源の粒子が沈積し.主に更新世~

完新世の堆積物で埋積されている.尖閣諸島は沖縄トラフより大陸側にあ

り.尖閑諸島周辺海域には沖縄トラフ形成後も砕屑物が供給されるととによ

って，石灰岩が発達せず同時異相として砕屑物を主とした堆積層が累積し

た.また海域の音波探査記録には更新統と考えられる堆積物内にいくつかの

不整合商が認められる.これは尖閑諸島が尖閤隆起帯上の陸棚に位置するた

め，海水車変動により度々陸化し浸食を受げていた結果である可能性が高

lil. 

その後，紳ノ甫岩では中新世ないし鮮新世(海上保安庁水路部， 19958)， 

久場島では更新世~現在の玄武岩の活動(松本・野原， 1973)があり，尖閣誇

島周辺海域の最も新しい堆積物としては，現世の“沖積層"と確性堆積物が

認められる.

4.2 海底堆積物と堆積作用
東シナ海の表層堆積物は大きく 1)沿岸域泥質堆積物， 2)陸相上砂質堆積

物， 3)陸棚上泥質堆積物， 4)沖縄トラフ内泥質堆積物， 5)琉球弧石灰質堆積

物，に区分できる.1)は，長n:や黄河などの洞川から供給されて，中国や韓

国の沿岸域に現在堆積しているものである.2)は，東シナ海の中部~外側陸

樹に広〈分布する砂質堆積物で.最終氷期の低海水準期から後氷期の海水草

上昇期に堆積したものである創出。組dEm.ery， 1961; sai旬 etal.， 1卯 8な

ど).3)は， 2)を覆う完新世の泥質堆積物であり，東シナ海の北部の済州島

南方に分布し，長江や黄河及ぴ中国山東半島の甫の旧黄洞河口域の海岸浸食

起源のものと考えられている(斎藤・楊 1鰍).4)は押縄トラフ内に分布す

る泥質堆積物， 5)は琉球列島の島々の周辺の生物源粒子の富む砂質堆積物

である.

尖閤諸島周辺の陸相は， 2)陸棚上砂質堆積物の分布械にあたり，その南側

の陸棚斜面から沖縄トラフ底では4)沖縄トラフ内泥寅堆積物が分布する.

尖閥諸島周辺の海底堆積物については.東海大学(19ω')，山口ほか (1鉛 5)，

北里(1鎚5)，海洋図集編委会 (1ωω，白en~t al.(1992) ，梅上保安庁水路部

(1995a， b)などを歩考にすると以下のようにまとめられる.魚釣島，久場島

を含む尖閥諸島周辺の陸棚上には広〈砂貿堆積物が分布している.魚釣島な

どの島や梅底の高まりの周辺では一部は島や高まりを構成する岩石が梅底

に露出するほか，さらにそのまわりの底質粒度は粗粒砂-1ーからなり，二枚

貝.コケムシ，石灰謙，サンゴなどの石灰質底生生物片に富む.とれに対し，

島から腫れた陸棚上では，生物源粒子の割合は減り.細粒~粗粒砂が広く分

布する.東シナ梅の外側陸棚から上部陸棚斜面の堆積物は，一般に中部陸相

の堆積物に比べて泥分が少な〈て淘汰がよく.陸相斜面に沿って北上する黒

潮の流れの影普を強〈受けているととを示す.また，この付近の海域におけ

る細粒陸湿粒子の輸送にも黒潮やそれに関係した渦カ唖〈影響している但m

d al.， 1998).海上保安庁水路部(1995a)の音波探査記録によれば，魚釣島南

方の陸棚斜面の急傾斜部は魚釣島などを構成する新第三紀の貫入岩類が11



出する.沖縄トラフ西部の陸相斜面には多数の海底谷が存在し，沖縄トラフ

底には海底谷に連続する自然堤防を有するチャネルが多数認められる

(~油uet et QI.， 1鈎8).とれらの海底谷/チャネルを通じて陸棚や陸棚斜面域

から砂質堆積物が沖縄トラフ底へ供給されて.半遠洋性泥の聞にターピダイ

トとして堆積し，トラフを埋積している.

(井上主主彦・池原 研)

5.重力異常
本地域の大半が海域であるため船上重力データを編集したもの(駒揮ほ

か，1:抑)はあったが，測線間隔が粗〈魚釣島周辺30km以内には船上重カデ

ータがないため，本図幅では測地衛星によるレーダ高度計(アルチメトリ)

から得られたフリーエア異常(8阻 dwell組 d旬並世1，1鈎1)に地形補正を施し

てプーゲー異常としたものを編集した大正島周辺は衛星データのみによる

プーゲー異常である.編集面積は1l，312km2，編集には船上重力データ問

点.衛星データ (2分メッシユ)537点の計1，160点を用いた.船上重力データ

は，地質調査所による白嶺丸の航海データ(蘭査航海名 :GH751)と務上保安

庁海洋情報部の測量船昭洋と拓詳の航海データ(調査航海名 E鑓2自12，HT8402， 

lIT84(3)である.

本地域の岩石の地表.出は狭いため海域を含めた広域的な表層密度は判

らないが.魚釣島・久場島・大豆島には玄武岩・ひん岩などの火成岩が分布

しているととから.仮定密度は火山として妥当な密度である2.3g/cm3を採

用した.

南北性の異常が見られる西方城を除いて概略の重カ異常は東北東ー西南西

方向のコンターパターンが優勢で琉球弧に重合するような2次元的な構造を

呈している.魚釣島から東方へ30kmの東西に延びた範囲には70m酬を超す

高重力異常が見られ高密度岩体が隆起しているものと恩われる.一方.その

北方20kmの久場島周辺は低重力異常域になっており高密度層の沈降域とな

っている.大正島は衛星による重力データによれば緩やかな高重カ異常域と

なっており概ね地形と相関し，基盤岩の盛り上がり構造を示している.地表

の地質との対応がよく事Jるように上方接続残差重力図を示す(第4図).深部

構造による重力異常は出Eの上方接続値により除去したため深度数回より

浅い構造が抽出されているもので，負値には陰を付けて表示してある.魚釣

島を西端とする正の残差重力械が見られ，特に魚釣島周辺では伽ga1を超す

大きな残差重力となっており，高密度の基盤岩体が浅部1::存在していること

を示している.魚釣島に見られるひん岩(松本ほか， 1982)は，その基盤岩l己

責入してきたものと考えられる.また，との高密度の基盤岩体は高磁性岩体

に対比でき(大耳慣ほか.1ω9)，火成活動との関係が示唆される.久場島は普

通輝石かんらん石玄武岩からなる(松本・聖子原， 1974;海上保安庁水路部，

1995b)火山島であるが，周辺域も含め負の残差重力を示しており高密度岩

体が浅部には存在していないことを示している.火山の直下には岩脈等の高

密度領域を示す高重力異常が観測されるのが普通であるが.久場島がそうな

っていないのは衛星データでは感知できない微細構造を呈しているためと

考えられる.

(腕揮正夫)

6.空中磁気異常
産業技術総合研究所(旧地質調査所}では， 1鎚2-89年までの間.南西諸

島西方海域において大陸棚海域の地下構造調査を目的として空中磁気探査

(主測線間隔:5km)を行った{大熊ほか， 1991).との際，魚釣島及びその周

辺海域において特別に密な測穣配置 (2.5km間隔)をとり，磁気異常(全磁

力)の観測を行った.観測データは地磁気日変化やIGRF(国際標章磁場)の

補正が行われ，空中磁気異常図シリーズの一環としての刊行(例えば『尖闘

筒島海域空中磁気図J(大熊ほか， 1993))や.論文による公表がなされてい

る(大熊ほか， 1991; Okuma et 1Jl.， 1998). 

本地質図(本図)の空中磁気図は，その後決定されたDGRF(確定版国際標

箪磁場)(IAGAr刷 sionVWorking Group 8， 1995)を新たに計算・補正したデ

ータ(中塚ほか， 2005)を用いて， 25nT閑隔でコンターを作図したものであ

る.これによると魚釣島及びその周辺海域では複数の正負の全磁力磁気異常

(ダイボール型磁気異常}が東北東西南西方向に延びる大陸棚外縁部に連

続して分布するととが明らかである{大熊ほか， 1991). 

次に磁気異常を見やすくするために，当該の全磁力異常を伏角90・(北磁

極)で観測した場合の値.すなわち極磁力異常に変換する.との操作は極磁

気変換と呼ばれ，伏角による非対称性の除去によりダイポール型の磁気

異常がモノボール型の異常として表現され.磁性岩体の直上に磁気異常

が分布する.当該地域で全磁力異常から極磁力異常を計算すると{第5

図)，一連の高極磁力異常が魚釣島及び北小島・南小島等を乗せた水深

10m以浅の海底地形の高まりに良〈対応して分布する(大熊ほか， 1鈎9).

これらの高極磁力異常の原因としては魚釣島及び南小島に露出するひ

ん岩(松本・辻， 1973)が考えられる.乙のひん岩からは一部逆帯磁を示

す試料が採取されている(松本・辻， 1973)が，その自然残留磁化強度は

弱<.また半深成岩であることから，残留磁化よりも誘導磁化の影響が

卓越する可能性が示唆され，空中磁気異常がE帯磁型の分布を示してい

るものと考えられる.当官衰の高橿磁力異常は海底地形の高まりのさらに

東方にも連総することから.これらの地域でも高磁性岩体が伏在するも

のと推定される.当該地域一帯では，高重力異常が分布すること(駒揮，

本地質図)から，高密度・高磁性の岩体が伏在するととになり，東西約

3仙沼1以上の範囲に火成活動が起こったととを示しているものと考えら

れる，

一方，魚釣島北東方の第四紀火山久場島付近では，ダイボール型の全

磁力異常が分布し，極磁力異常図{第5図)では高橿磁力異常となる.と

れは，久場島付近を構成する火山岩が正帯磁であること示唆しており.

K-Ar年代から本火山が20万年以新と考えられている(新城ほか.1991) 

ととと整合的である.また，重力異常(駒漕.本地質図)では当該火山に

対応した局所的な特徴が認められず.概して低重力異常が卓越して分布

することから，空間的に限定された火山活動であったことが伺える.

さらに，大E島及びその周辺海域では，北東一南西方向に波長数km.

振幅1ω-15OnTの磁気異常が存在する.大正島自体は顕著な磁気異常

を伴わない{大熊ほか， 1鈎9)が，南西部の低磁気異常の延長部にある.

測線間隔が5固と粗〈詳細は分からないものの，とれらの磁気異常は

魚釣島周辺や久場島のように典型的な正帯磁型の磁気異常ではな<，む

しろ大正島の橿近傍に限定すると逆帯磁型の磁気異常と判定できる.大

正島は浸食の進んだ玄武岩質の火山岩体からなり， K-Ar年代から地質

時代は後期鮮新世とされており(新城ほか， 1991)，磁気異常の極性の判

定を支持している.大正島付近では，海底地形の高まりを伴うととも

に，高重力異常域(駒著書，本地質図)となることから，大正島を形成した

火山活動は.20伽E以浅の付近の海域一帯に及んでいた可能性がある.

(大熊茂雄・中塚正}



相主 iIl 

地質 時 代 魚 釣 .. 
周辺海緩 久場. 大正.

魚釣.. ~l:小島 F刷、. 沖の肩車総 沖の北縫

泌すぺり~

発新也
鐙a駐機積物

久M・S火山

s第四a 
魚釣石灰袋 魚釣石灰岩き 魚釣石iX.縫 石灰縫など

上線更新量権

更新世
下郡ー中fJII
更新鋭

火山積土節

後期 火山望号下自民

量挙新~

一
新第 前~M

e 司監~M ひん理主 {伏在} ひん~ {ひん曜ま) {ひん曜ま) {火成埋ま}

If1M 
中新世

魚jCJ.. 魚釣.. 魚釣鳥居 {貧民約..)
前~M

第1図層序対比図

書草織の泌貨は音波探査による区分であるため，陰績の治IU苦宕との対.l:tには不司映さ会鳴っている.

第2図大正島の玄武岩の偏光顕微鏡写真

凝灰4埼磁袋Itの鎗通量鱒石かんらん石玄食索活事担 (G!U賠5182). ，博義石11m.と不定耳障の孔険'/)t.見えており.

谷渇鱒石・かんらん石はど〈少量l.級綾なためとの写真では司直認できない.オープンエコJy.長辺=2.7mm.



260 

25回

2540 

2530 

2520 

122. 124. 126. 
32' 

30. 

28. 

26. 

24. 
122. 124. 126. 

Fつ1隆起帯
~1:福建ー備南陸塊 2::=!i島隆起帯 3尖閤隆起帯

2・3で台湾ー央道摺曲帯

巳ヨ堆積盆
A:亙島堆積盆 B:東海堆積盆 C尖閤堆積盆 D沖縄トラフ

A・B・Cで東シナ海堆積盆(台湾堆積盆)

ιAフィリピン海プレート沈み込み (5:琉球海溝)

Dr魚釣島』図幅

128. 

128. 

第3図 尖閣諸島周辺海域の構造区分概念図

奥田(2000)より改変.

0.0国型堕堅塑j8.0 

第4図残差重力図

130' 
32. 

30. 

28. 

26. 

24. 
130. 

lkmの上方接続を傾向面として除去した残差重力.負値には影を付けて表示.コンタ一間隔は0.5rnga1(ミリガル). 



123'00'8 

」空坦4

第5図 尖閣諸島魚釣島及びその周辺海域，久場島及び大正島付近の橿磁力異常
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各々高極磁力臭事It.低極磁力異常を示す.
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